



































































トは大統領選挙の本選キャンペーンがいよいよ熱を帯びる 2016 年 10 月に出版した著書において
イースト・ロンドンとオハイオ州ヤングスタウンというかつて白人労働者コミュニティとして活気
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せるといったものや，トランプが選挙キャンペーンで “Make America Great Again” とともに多
用した “The Silent Majority” という文句が，かつてヴェトナム戦争の方針をめぐって窮地に立た
されたニクソンがこの言葉を用いて白人労働者から熱い支持を集めて切り抜けたため，そのことと
関連付けた報道もたくさん見られた。そして何といっても，1980 年の大統領選挙で “Make 
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して機能し，1958 年になるとワグナーは TWU に団体交渉権を与えるなど異例の扱いをするほどそ
の関係を重視していた。実際 1960-65 年の間で TWU によるストライキはわずか 1 回だけで，両者






































ていたことであった。TWU は他の CIO 系労組と同様に，アメリカ労働総同盟（AFL）系の熟練
工組合のようなマイノリティに対する露骨な排除は控え，組織化対象にしていた。しかし実態的に
は，職種において既存の白人とマイノリティの間に明確な差があり，マイノリティの多くは賃金の
（28）　Ibid., 83-84；Joshua B. Freeman, Working-Class New York：Life and Labor Since World War Ⅱ（New 
York：New Press, 2001），211.
（29）　Cannato, The Ungovernable City, 90-93；Sam Roberts ed., America’s Mayor：John V. Lindsay and the 






























（30）　Cannato, The Ungovernable City, 80-81；Joshua B. Freeman, In Transit：The Transport Workers in New 
York City, 1933-1966（New York：Oxford University Press, 1989），332-333.
（31）　Bruce Nelson, “Class, Race, and Democracy in the CIO：The ‘New’ Labor History Meets ‘Wages of 
Whiteness,’ ” International Review of Social History 41（1996）：359-364.
（32）　Jerald Horne, Red Sea：Ferdinand Smith and Radical Black Sailors in the United States and Jamaica（New 
York：New York University Press, 2005），62-63.
（33）　Kevin Boyle, The UAW and the Heyday of American Liberalism, 1945-1968（Ithaca：Cornell University 








いて言えば，スグルーやガースルが分析を試みたのはいずれも 20 世紀前半から 1960 年代後半で，
それ以降の時代でどのような変化に直面したかについて先行研究に対するさらなる分析が求められ
る。特に，白人労働者の顕在化として語られる 1980 年大統領選挙の際の「レーガン・デモクラッ
ト」とは誰なのか，彼らが顕在化した背景とその特徴については，今回述べてきたような形で分析
されたものは，筆者が知る限りではあるが，決して豊富とは言えない状況にある。今回はそこから
さらに 36 年も経た形での顕在化であり，レーガン・デモクラットから今に至る時間軸での分析も
求められている。特に労組の影響力とそれを媒介に維持されてきたコミュニティの絆の喪失はポイ
ントの一つである。
　今後残された課題に取り組むにあたって一つ付け加えておくべきと思われるのは，生活世界への
視点である。社会学者たちが目を向けたのは個々の白人労働者の生き方であり，彼らやそれと近し
い人々の生きる姿であった。そこには彼ら独自の生活世界があり，その世界への愛着の強さがこれ
を乱そうとするあらゆる要素への反発として現れていたのである。その強さは合理的に制御される
ものでないために，時には反動的な暴力へ転化する可能性をはらみながら（そのような悲劇は防が
ねばならないが），大企業や公権力に対する妥協なき反発として展開する可能性も持つ。
　いかなる変化の可能性があるかは彼らの生活世界が歴史的どのように形成・維持され，内部や外
部との関係はどのように機能し保たれてきたかを見ることでのみ明らかにしていけるのではないだ
ろうか。今回トランプを支持した人々の底流にあるものは自らが生きてきた場所とそこでの暮ら
し，そこで取り持ってきた人々同士の関係が崩れていくことへの大きな不安であった（その世界が
その外にいる黒人や移民，女性などに対して抑圧的に働いているという点は見落としてはならな
い）。その意味で生活世界とは人々がそこに脅威を感じた時，鋭く能動的な行動を促すほど我々が
生きる日常の中で大きな位置を占めているのである。ラストベルトの人々を読み解く際，この点だ
けは留意しなければならないだろう。
 （みなみ・しゅうへい　弘前大学人文社会学部准教授）　
